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みんな笑顔の学校づくり

糠沢っ子
令和４年度修了式・卒業証書授与式

１年間、ありがとうございました。

＜校長のひとり言＞
私の卒業式の思い出は、ピンクのスーツです。
卒業式用に母が新調してくれた洋服はピンクのスーツ。あまりにもおてんばな娘を心配し、少し

でも女の子らしい色の服を着せたかったようです。しかし、『親の心子知らず』で、その後も男前
に育った私は、どうしてもモノトーンのスーツばかり着てしまいます。
明日の卒業式は、一人一人にとって思い出に残る一日になることを心から祈って

います。大好きな糠沢っ子達の門出を祝います。

卒業式の様子はぜひホームページで

～教 育 目 標～
「考える子」
「優しい子」
「元気な子」

本日、１～５年生の修了式を行いました。
それぞれの学年の代表に修了証書を授与しましたが、堂々とした態度で証書をいただく姿

を見て、成長を強く感じる時間となりました。代表の児童はもちろん、一人一人が大きく成
長した１年だったと思います。
今年も感染症対策をしながらの１年でしたが、予定されていた行事をすべて行うことがで

き、withコロナの一歩を踏み出せたのではないかと感じています。１年を振り返ると、た
くさんの糠沢っ子スマイルが思い出されます。来年度は、マスク着用も緩和されますので、
子ども達の笑顔により触れられる機会が増えることと思います。
明日はいよいよ今年度の集大成である卒業証書授与式です。１７名の糠沢っ子が本校を巣

立ちます。凜とした中に充実感あふれる卒業式になるように願っています。

保護者の皆様には、今年１年本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがと
うございました。ぬかるみだらけの校庭をみんなで必死に復旧した運動会、鼓笛パレードや
南達陸上、森林学習や持久走記録会での引率、及びサポートなど、多方面で保護者の皆様の
お力添えをいただき、無事に一年間を終了することができます。
何より、子ども達を温かく見守り、毎日学校へ送り出していただいたことに感謝申し上げ

ます。心温かい糠沢地区に支えられている糠沢小学校です。本当にありがとうございました。


